








































－ 目 次 － 
 
Ⅰ章 日本における食生活の現状 
1．日本における健康問題と食育の取り組み   1 
2．幼児期における偏食改善にむけた取り組みの必要性  2 




1．幼児の偏食と家庭における食育に関する実証研究   8 
2．幼児の偏食と幼稚園および保育所における食育に関する実証研究   10 
3．偏食のとらえ方   11 




1．幼児の偏食と食育に関する研究課題   18 
1)偏食のとらえ方   18 
2)幼児の偏食と家庭における食育との関連   18 
3)幼児の偏食と幼稚園および保育所における野菜栽培との関連   19 
2．研究対象および研究目的   20 
  1)研究対象   20 
  2)研究目的   21 










 1．幼稚園児の嫌いな食品の摂取行動と嫌いな食品の多寡との関連(研究 1)   23 
1)目的   23 
  2)方法   23     
  3)結果   25 
  4)考察   26 
  5)結論   27 




  1．家庭における母親の食育の現状(研究 2－1)   29 
  1)目的   29 
  2)方法   29 
  3)結果   30 
  4)考察   33 
  5)結論   35 
 2．幼稚園児の偏食と母親による食育との関連(研究 2－2)   36 
1)目的   36 
  2)方法   36 
  3)結果   38 
  4)考察   41 
  5)結論   44 









Ⅵ章 幼稚園児の偏食に対する幼稚園での野菜栽培の効果  
1．幼稚園における野菜栽培の現状と幼稚園児の偏食の状況(研究 3－1)   49 
1)目的   49 
  2)方法   49 
  3)結果   52 
  4)考察   57 
  5)結論   60 
2．幼稚園における野菜栽培が幼稚園児の偏食に及ぼす影響(研究 3－2)   61 
1)目的   61 
  2)方法   61  
  3)結果   66 
  4)考察   71 
  5)結論   73 
 文献   74 
 
 
Ⅶ章 総括  
1．本研究の要約   77 
1)幼稚園児の嫌いな食品の摂取行動と嫌いな食品の多寡との関連   77 
2)幼稚園児の偏食と家庭における食育との関連   77 
3)幼稚園における野菜栽培が幼稚園児の偏食に及ぼす効果   78 
2．本研究の限界と課題   78 
3．本研究の意義   79 
文献   81 
 
謝辞 




































































































































































































































































成人期まで継続し 13-16)，肥満 15)や心血管疾患 16)のリスクを高めることが指摘されてい
るからである。 
しかしながら，幼児の偏食に悩む保護者は近年増加しており 17,18)，平成 25 年に生協
パルシステムが全国の保護者を対象に行った調査 19)によれば，幼児の「好き嫌い」を気
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き嫌いが多いことが気になる幼稚園教諭は 4 割，保育士は 2 割であることから，幼稚園
児は保育所児童と比較して偏食する幼児が多いと推察される。また，家庭において，幼
児の食事作り 7)や世話 8)を担当している母親は，9 割を超えることから，家庭における
食育は，母親を中心に行われていると考えられる。  
そこで，本研究では，幼稚園児を対象とし，以下に述べるように，研究 1，2 では母親，


























  調査対象：母親 
② 幼稚園児の偏食が，家庭で母親が実施しているどのような食育と関連するのかを
明らかにする。 





    調査対象：幼稚園教諭 
② 幼稚園における野菜栽培が幼稚園児の偏食にもたらす影響について明らかにす
る。 
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 茨城県某市内公立幼稚園全 17 園のうち，調査協力への同意が得られた 15 園に通う園






















“まったくない”の 4 件法で回答してもらった。 
 
(3) 分析方法 
 回収した 797 部(回収率 69.6%)のうち，回答が完全であり，幼稚園児に食物アレルギ
ーがなく，幼稚園児の食事作りを母親一人で担当していると回答した 690 人のうち，嫌
いな食品の多寡の質問に“まったくない”と回答した 31 人を除外した 659 人(有効回答
率 82.7%)を分析対象とし，嫌いな食品の摂取行動と属性，嫌いな食品の多寡との関連性
を検討した。有意性の検定にはχ2検定を用いた。なお，セルの中に 5 以下の数字が含ま
れる場合は Fisher の直接法を用いた。統計パッケージは IBM SPSS Statistics 21.0 J for 








(1) 対象者の属性と嫌いな食品の摂取行動との関連  
 本対象者は，実年齢 4 歳児が 172 人(26.1%)，5 歳児が 318 人(48.3%)，6 歳児が 169
人(25.6%)であり，男児が 336 人(51.0%)，女児が 323 人(49.0%)であった(表Ⅳ－1)。嫌
いな食品の摂取行動の回答内訳は，“食べる”28 人(4.2%)，“どちらかといえば食べる”







659 (100.0) 28 (4.2) 178 (27.0) 352 (53.4) 101 (15.3)
年齢
4歳 172 (100.0) 6 (3.5) 46 (26.7) 90 (52.3) 30 (17.4)
5歳 318 (100.0) 12 (3.8) 86 (27.0) 166 (52.2) 54 (17.0)
6歳 169 (100.0) 10 (5.9) 46 (27.2) 96 (56.8) 17 (10.1)
性別
男 336 (100.0) 19 (5.7) 80 (23.8) 180 (53.6) 57 (17.0)
































作的に定義し，研究 2，3 を進めることにした。 
本研究の限界と課題を述べる。第一に，本研究は東京に近い某地方一都市の公立幼稚
表Ⅳ－2　嫌いな食品の摂取行動と嫌いな食品の多寡との関連 人数(%)
659 (100.0) 28 (4.2) 178 (27.0) 352 (53.4) 101 (15.3)
嫌いな食品の多寡
たくさんある 150 (100.0) 0 (0.0) 9 (6.0) 76 (50.7) 65 (43.3)
いくつかある 347 (100.0) 5 (1.4) 101 (29.1) 208 (59.9) 33 (9.5) ***





   全体
嫌いな食品の摂取行動














































 茨城県某市内公立幼稚園全 17 園のうち，調査協力への同意が得られた 15 園に通う園





















活リズムへの配慮】6 項目，【食を介したふれあい】8 項目の計 19 項目を設定した。選択
肢は“よくあてはまる”，“まああてはまる”，“あまりあてはまらない”，“まったくあて
はまらない”の 4 件法とした。 
 
(3) 分析方法 




まる・まああてはまる』と回答した者の割合を実施率とした。統計パッケージは IBM SPSS 




本対象者は，実年齢 4 歳児が 178 人(26.5%)，5 歳児が 324 人(48.3%)，6 歳児が 169
人(25.2%)であり，男児が 345 人(51.4%)，女児が 326 人(48.6%)であった(表Ⅴ－1－1)。
母親は，20 歳代が 65 人(9.8%)，30 歳代が 478 人(71.8%)，40 歳以上が 123 人(18.5%)で











 母親が家庭において行っている食育のうち，実施率が 9割を超えたのは 8項目であり，


































【食を介したふれあい】に関する項目のうち，実施率が 9 割を超えたのは 4 項目であ
り，そのうち「子どもと一緒に食事している」656 人(98.5%)は全 19 項目で最も実施率
が高かった。一方，実施率が低かったのは「食事をする時，子どもに手伝わせている」
310 人(46.5%)，「食事の時間は，テレビを消している」356 人(53.5%)であり，全 19 項目






































本調査対象者の母親の年齢構成は，20 歳代が約 10%，30 歳代が約 70%，40 歳以上が約
20%であった。平成 22 年にベネッセ食育研究所が首都圏の乳幼児(0～6 歳児)を持つ保護
者約 3500 人を対象に行った調査 3)における母親の年齢構成は，20 歳代が約 10%，30 歳









れあい】に関する 19 項目を取り上げ，その実施状況を尋ねた。その結果，実施率が 9
割を超えた項目は 8 項目であり，7 割未満の項目は 6 項目であった。また，実施率が最
も高かった項目は「子どもと一緒に食事している」であり，98.5%の母親が実施している
と回答した。一方，「食事の時間は，テレビを消している」，「料理をする時，子どもに手
伝わせている」の実施率はいずれも 5 割程度であった。 
まず，【嫌いな食べ物への配慮】に関する項目のうち，好き嫌いや食べ残しをしないよ
うに声がけをしている者は 9 割を超えたのに対し，おかずを一人分ずつ盛り付ている者
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リズムへの配慮】6 項目，【食を介したふれあい】8 項目の計 19 項目を設定した。選択肢
は“よくあてはまる”，“まああてはまる”，“あまりあてはまらない”，“まったくあては
まらない”の 4 件法とした。 
 
(3) 分析方法 












量ロジスティック回帰分析(変数増加法尤度比)を行った。統計解析には IBM SPSS21.0 J 








(1) 対象者の属性と偏食との関連  
 本対象者は，実年齢 4 歳児が 178 人(26.5%)，5 歳児が 324 人(48.3%)，6 歳児が 169










666 (100.0) 229 (34.4) 437 (65.6)
幼児
年齢
4歳 175 (100.0) 60 (34.3) 115 (65.7)
5歳 322 (100.0) 110 (34.2) 212 (65.8)
6歳 169 (100.0) 59 (34.9) 110 (65.1)
性別
男 342 (100.0) 111 (32.5) 231 (67.5)
女 324 (100.0) 118 (36.4) 206 (63.6)
母親
年齢
20歳代 65 (100.0) 31 (47.7) 34 (52.3)
30歳代 478 (100.0) 159 (33.3) 319 (66.7) 5.759
40歳以上 123 (100.0) 39 (31.7) 84 (68.3)
就業状況
専業主婦 526 (100.0) 180 (34.2) 346 (65.8)
常勤/自営/ﾊﾟｰﾄ/ｱﾙﾊﾞｲﾄ 140 (100.0) 49 (35.0) 91 (65.0)

































666 (100.0) 229 (34.4) 437 (65.6)
【嫌いな食べ物への配慮】
好き嫌いをしないように言っている
　よくあてはまる・まああてはまる 633 (95.0) 220 (96.1) 413 (94.5) .380
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 33 (5.0) 9 (3.9) 24 (5.5) 1.42 (0.65-3.11)
食べ残しをしないように言っている
　よくあてはまる・まああてはまる 622 (93.4) 226 (98.7) 396 (90.6)
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 44 (6.6) 3 (1.3) 41 (9.4) 7.80 (2.39-25.47) 6.35 (1.92-20.95)
子どもの嫌いなものや苦手なものも食事に出している
　よくあてはまる・まああてはまる 593 (89.0) 218 (95.2) 375 (85.8) .000
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 73 (11.0) 11 (4.8) 62 (14.2) 3.28 (1.69-6.36) 2.56 (1.30-5.07)
料理は一人分ずつ盛り付けている
　よくあてはまる・まああてはまる 458 (68.8) 166 (72.5) 292 (66.8) .134
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 208 (31.2) 63 (27.5) 145 (33.2) 1.31 (0.92-1.86)
切り方や味付けなど調理法を工夫している
　よくあてはまる・まああてはまる 444 (66.7) 152 (66.4) 292 (66.8) .908
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 222 (33.3) 77 (33.6) 145 (33.2) 0.98 (0.70-1.38)
【栄養バランスや食生活リズムへの配慮】
肉や魚、卵料理には野菜を組み合わせている
　よくあてはまる・まああてはまる 630 (94.6) 223 (97.4) 407 (93.1)
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 36 (5.4) 6 (2.6) 30 (6.9) 2.74 (1.12-6.68)
決まった時刻に食事をさせている
　よくあてはまる・まああてはまる 607 (91.1) 213 (93.0) 394 (90.2)
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 59 (8.9) 16 (7.0) 43 (9.8) 1.45 (0.80-2.64)
よく噛んで食べるように言っている
　よくあてはまる・まああてはまる 588 (88.3) 200 (87.3) 388 (88.8)
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 78 (11.7) 29 (12.7) 49 (11.2) 0.87 (0.53-1.42)
色々な食品や料理を食べさせている
　よくあてはまる・まああてはまる 558 (83.8) 207 (90.4) 351 (80.3)
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 108 (16.2) 22 (9.6) 86 (19.7) 2.31 (1.40-3.80)
間食の質・量を決めて与えている
　よくあてはまる・まああてはまる 460 (69.1) 174 (76.0) 286 (65.4)
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 206 (30.9) 55 (24.0) 151 (34.6) 1.67 (1.16-2.40)
料理は薄味にしている
　よくあてはまる・まああてはまる 428 (64.3) 159 (69.4) 269 (61.6)
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 238 (35.7) 70 (30.6) 168 (38.4) 1.42 (1.01-2.00)
【食を介したふれあい】
子どもと一緒に食事している
　よくあてはまる・まああてはまる 656 (98.5) 228 (99.6) 428 (97.9)
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 10 (1.5) 1 (0.4) 9 (2.1) 4.79 (0.60-38.08)
食事時のあいさつをさせている
　よくあてはまる・まああてはまる 631 (94.7) 221 (96.5) 410 (93.8)
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 35 (5.3) 8 (3.5) 27 (6.2) 1.82 (0.81-4.07)
食事の時、子どもと楽しく会話している
　よくあてはまる・まああてはまる 614 (92.2) 217 (94.8) 397 (90.8)
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 52 (7.8) 12 (5.2) 40 (9.2) 1.82 (0.94-3.55)
家族全員が同じメニューを食べている
　よくあてはまる・まああてはまる 613 (92.0) 222 (96.9) 391 (89.5)
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 53 (8.0) 7 (3.1) 46 (10.5) 3.73 (1.66-8.40) 2.99 (1.30-6.88)
体に良い食べ物や栄養の話をしている
　よくあてはまる・まああてはまる 560 (84.1) 203 (88.6) 357 (81.7)
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 106 (15.9) 26 (11.4) 80 (18.3) 1.75 (1.09-2.81)
食料品を買いに行く時、子どもを連れて行っている
　よくあてはまる・まああてはまる 552 (82.9) 188 (82.1) 364 (83.3)
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 114 (17.1) 41 (17.9) 73 (16.7) 0.92 (0.60-1.40)
食事の時間は、テレビを消している
　よくあてはまる・まああてはまる 356 (53.5) 142 (62.0) 214 (49.0)
　まったくあてはまらない・あまりあてはまらない 310 (46.5) 87 (38.0) 223 (51.0) 1.70 (1.23-2.36) 1.55 (1.10-2.18)
料理をする時、子どもに手伝わせている
　よくあてはまる・まああてはまる 310 (46.5) 123 (53.7) 187 (42.8)
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や，嫌いな食品が 3 つ以上ある者が少ないこと 6)が明らかにされており，本知見と一致
する。近年，調理済み食品や総菜の利用など，家庭内で行われてきた調理や食事を家庭
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回収数は 80 部(回収率 54.8%)であり，「2011 年度の野菜栽培の有無」の質問項目に“あ
り”と回答した園は 76 園であった。このうち，野菜栽培に関する質問への回答があった





うに集計した。活動頻度については，“週 3－5 回”，“週 1－2 回”，“週 1 回未満”，
“決まっていない”と分類した。偏食，嗜好，食に関する興味・関心については，項目
ごとに『よくあてはまる・まああてはまる』と『あまりあてはまらない・まったくあて








とめた。統計解析には，IBM SPSS Statistics 21.0 J for Windows を用いた。 
 
3) 結果 
(1) 本対象幼稚園の規模  
本対象幼稚園の園児数は，99 人以下が 23 園(31.1%)，100－199 人が 16 園(21.6%)，200
































が 64 園(86.5%)と最も多く，“ピーマン”は 37 園(50.0%)，“ナス”は 30 園(40.5%)で
あった。 
活動頻度が決まっている幼稚園では，“週 3－5 回”が 24 園(32.4%)と最も多く，“週
1－2 回”は 13 園(17.6%)，“週 1 回未満”は 7 園(9.5%)であった。一方，活動頻度が“決
まっていない”とする園は 30 園(40.5%)であった。また，活動内容は，“収穫”が 73




の行事”が 12 園(16.2%)，“栽培途中の手伝い”が 7 園(9.5%)であった。一方，“特に


































































 自由記述欄に記載があったのは 29 園であった。そのうち，【偏食に関する変化】につ








偏食 （嫌いなものでも頑張って食べる子どもが増えた） 61 (82.4)


































































本調査対象幼稚園の多くが園内でトマトを育てていた。園児の活動頻度は週 3－5 回が 3
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① ごはん　　　　　　 ② 野菜類　　　 　　　　③ 肉類　　　　　 　　④ 魚介類　  　　　　　　⑤ 卵類　  　
⑥ 大豆・大豆製品　　　　　　⑦ 牛乳・乳製品　　　　　　    ⑧ いも類　　　　　     ⑨ くだもの     
⑩ その他　（　　　　　　　　　　　　）
Ⅶ．家庭での食事づくりやお子様との接し方について、あてはまるものを選んで数字を○で囲んで下さい。
よく まあ あまり まったく
あてはまる あてはまる あてはまらない あてはまらない
(1) 肉や魚、卵料理には野菜を組み合わせている 1 2 3 4
(2) 料理は一人分ずつ盛り付けている 1 2 3 4
(3) 色々な食品や料理を食べさせている 1 2 3 4
(4) 料理は薄味にしている 1 2 3 4
(5) 家族全員が同じメニューを食べている 1 2 3 4
(6) 決まった時刻に食事をさせている 1 2 3 4
(7) 間食は質・量を決めて与えている 1 2 3 4
(8) 料理をする時、お子様に手伝わせている 1 2 3 4
(9) 食料品を買いに行く時、お子様を連れて行っている 1 2 3 4
(10) お子様に体によい食べ物や栄養の話をしている 1 2 3 4
(11) お子様向けに切り方や味付けなど調理法を工夫している 1 2 3 4
(12) お子様の嫌いなものや苦手なものも食事に出している 1 2 3 4
(13) よく噛んで食べるようにいっている 1 2 3 4
(14) 好き嫌いをしないように言っている 1 2 3 4
(15) 食べ残しをしないようにいっている 1 2 3 4
(16) お子様と一緒に食事している 1 2 3 4
(17) 食事の時、お子様と楽しく会話している 1 2 3 4
(18) 食事時のあいさつをさせている 1 2 3 4

















①ミニトマト　　　②なす　　　③ピーマン　　　④その他（　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　）
C) 主な野菜の栽培場所に〇をつけてください。（複数回答可）
①園庭の一部　　　　②プランター　　　　　　　③近くの畑を借りて    ④その他（　 　 　　　   　　　　　）
D) 野菜栽培において、園児が関わったことに○をつけてください。（複数回答可）
①種まき・苗植え　　　　　　②水やり　　　　　　　　　　　③収穫 ④観察日記つけ
⑤園児は直接関っていない ⑥その他（　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
E) Dで①～④と回答した園にお尋ねします。
園児はどのくらいの頻度で野菜栽培に関っていましたか。





⑦その他（　　　　　　                    　　　　　　　　　     　　　　                   　　　　　　　　　　　　　　）
G) 園での野菜栽培のことをどのような形で保護者に知らせていましたか。（複数回答可）
①個別の連絡帳に記載　　　　　　②給食（健康）便りに記載　　　　　　③送迎時の対話
④ポスター等を掲示　　　　　　　　⑤特に知らせていない　  　　 ⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　）
H) 園での野菜栽培において保護者が関わったことに○をつけてください。（複数回答可）
①種まきや収穫 ②栽培途中の手伝い ③収穫祭などの行事










1 育てた野菜を好きな子どもが増えた 4 3 2 1
2 好き嫌いなく食べられる子どもが増えた 4 3 2 1
3 嫌いなものでも頑張って食べる子どもが増えた 4 3 2 1
4 食べることに積極的な子どもが増えた 4 3 2 1
5 食べ物に興味・関心を示す子どもが増えた 4 3 2 1
6 食べ物を大切にする子どもが増えた 4 3 2 1





















(1) トマト（ミニトマトも含む） 4 3 2 1
(2) ピーマン 4 3 2 1










(1) トマト（ミニトマトも含む） 4 3 2 1
(2) ピーマン 4 3 2 1
(3) ナス 4 3 2 1
３．最近１ヶ月のお子様の食事に、次の野菜をどのくらいの頻度で出しましたか。
ほぼ毎日 週に４,５回 週に２,３回 週に1回 月に1,２回 出さなかった
(1) トマト（ミニトマトも含む） 6 5 4 3 2 1
(2) ピーマン 6 5 4 3 2 1
(3) ナス 6 5 4 3 2 1
４． お子様は食事に嫌いな食べ物や苦手な食べ物があった場合、その食べ物を食べますか。










(1) 知らない野菜があると名前をたずねる 4 3 2 1
(2) 野菜について知っていることを楽しそうに話す 4 3 2 1
(3) 食事やおやつ、お弁当にトマトやミニトマトをリクエストする 4 3 2 1
(4) 「このトマト、おいしいね」など、料理や食事の感想を言う 4 3 2 1
(5) 食事の準備をしていると、そばで見ている 4 3 2 1
(6) 自分から食事づくりを手伝いたがる 4 3 2 1













① はい　　    　  ② いいえ          
２．１で①と回答された方にお尋ねします。育てた野菜を全て選んで○をつけてください。
① トマト(ミニトマトも含む）　  　　② ピーマン　  　　③ ナス　  　　④ その他
３．１で①と回答された方にお尋ねします。お子様が手伝ったことを全て選んで○をつけてください。








① はい　　    　  ② いいえ          
２．１で①と回答された方にお尋ねします。育てている野菜を全て選んで○をつけてください。
① トマト(ミニトマトも含む）　  　　② ピーマン　  　　③ ナス　  　　④ その他
